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の血液値の関連および妊娠前期と妊娠後期の血液値の関
連について検討した。対象は妊娠前 1，._.3カ月に血液検
査を行ない，その後妊娠した者計 100名(若妻 24名，
経産婦 76名)および妊娠5カ月に受診し， その後妊娠
後期にかけて毎回受診した妊婦 308名である。
結果:妊娠前の Hb値を 14.0gfdl以上群， 12.0""， 13.9 
gjdl群， 11.9 gfdl以下群に分けて妊娠後の推移をみる
と，妊娠前血液値の高い群ほど妊娠後も高値を維持し貧
血を呈すことが少ない。妊娠前血液値の低いものは妊娠
初期より貧血に陥る。妊娠 5カ月の血液値を 13.0gjdl以
上群， 12.0，._.12.9 gfdl群， 11.0，，-， 11.9gfdl群， 10.9 gjdl 
以下群に分けて妊娠後期の最低値の分布をみると， Hb， 
Ht，RBC，ともに血液値の高い群ほど高値を示すが， 
TPPはほとんど差がない。後期の 11.0gjdl未満者率は 
13.0 gjdl以上群では約 14%にすぎないが， 11.0"" 12.9 
gjdl群では 40--50%に達し，有意に出現率が増す。 
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今日，国民の労働や生活に根ざした医学・医療が求め
られ，医学教育への期待も大きい。すなわち，医師は特
定の階層を形成し，その補給も，片寄った階層からなさ
れ，そこから生まれる問題の一端の是正を，教育に求め
ている。
本学部の過去 5年間(S 42--46年)の入学生 542名に
ついて，後援会名簿で検討するに，その出身地は，東京
都区内 35.6%，市 48.9%，町村は各 12.9，1.5%に過ぎ
ない。出身階層も，専門的・技術的職業 34.5% (医師 
19.6%)，)，管理的職業8.7%が多く，公務員 (8.7%)，
会社員 (18.3%)，そのほかの中にも，管理者や経営主が
含まれること，電話無または不明は 14%に過ぎないこ
とを考えれば， 中以上の階層が多数を占め，農林業は 
4.4%に過ぎない (S45年の国勢調査で第一次産業従事
者は 19.3%)。従って， 国民生活に密着した医師の養成
には，国民の労働・生活にふれ，その理解を深めさせる
必要があろう。医学教育の中に，体系的位置づけが痛感
される。
学生の農村実習や活動報告は，そうした教育的意義を
示唆している。 
6. 循環器管理を目的とする網膜細動脈狭細所見
の研究 
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演者らは過去 5年半にわたる静岡県某農漁村の高血圧
予後調査によって，眼底細動脈狭細の有無が，脳卒中の
予知に重要な役割をもつことを知った。従来，網膜中心
血管は解剖学的な個体差がつよく，すべての症例に満足
のいく判定基準をつくることは困難であった。
今回の研究の主題は，最近急速に発展した眼底写真計
測法によって脳卒中の予知に役立つ狭細判定基準を作成
し，これを高血圧の疫学ならびに健康管理に応用せんと
するものである。
現在までに得られた知見は，以下のごとくである。 
1) 客観的に狭細の判定をおこなうには，少くとも耳
側，もしくは鼻側の動静脈をすべて計測して AfV比を
算出することが望ましく，さらに精密には眼屈折要素を
考慮した拡大倍率算出式によって真の血柱径を得ること
も必要である。 
2) AfV比と血圧との聞には著明な相関は認められ
ず，細動脈狭紬所見は脳卒中の予知に対し，血圧とは異
なる新しい情報を提供していることが予想された。 
3) 経年的に眼底細動脈血柱径の変化を追究したとこ
ろ，とくに細動脈硬化所見の強い人々の血柱径が著明に
狭細する傾向のあることが判明した。
